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医学総論医学総論医学総論医学総論（1（1（1（1MMMM）））） 

責任者・コーディネーター  医学部 石田 陽治 教務委員長 

担当講座・学科(分野) 

医学部、医学部神経精神科学講座、共通教育センター人間科学科哲学分野、

医学部法医学講座、医学部内科学講座呼吸器・アレルギー・膠原病内科分

野、医学部小児科学講座、医学部心臓血管外科学講座、医学部救急医学講

座、医学部外科学講座  

担 当 教 員  

小林 誠一郎 医学部長、酒井 明夫 病院長、及川 吏智子 看護部長、

江原 茂 教科課程部会長、酒井 明夫 教授、遠藤 寿一 准教授、出羽 

厚二 教授、山内 広平 教授、千田 勝一 教授、岡林 均 教授、遠藤 重

厚 教授、阿部 正 非常勤講師、佐藤 元美 非常勤講師、原田 明久 非

常勤講師  

対 象 学 年  1  

区分・時間数 
講義 34.5 時間 

実習 76.5 時間  
期 間 通期  

 

・学習方針（講義概要等） 

6 年間にわたる医学教育の early clinical exposure の第一段階として位置づけられる。臨床医学および医

療の現場の一端にふれ、将来すぐれた医師になることを目指して努力するモチベーションを与える。 

 

・一般目標（GIO） 

臨床医学の基本的知識を学び、医学生としての自覚を高めるとともに、医学専門教育を受ける厳しさ

を身につけることを目的とする。また、early clinical exposure の第一段階として、医療・看護・介護の

現場の一端にふれ、将来すぐれた医師をめざすモチベーションを高めることを目的とする。 

 

・到達目標（SBO） 

1. 臨床医学の基本的知識を理解し、人体各器官の特徴、病気の起こる仕組みについて説明できる。 

2. 医療・看護の現場を体験し、医療における医師・看護師の役割、チーム連携、責任体制について説

明できる。 
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3. 介護の現場を体験し、保健、医療、福祉と介護のチーム連携における医師の役割を説明できる。 

4. 患者・介護施設入所者とのコミュニケーションを通じて、良好な人間関係を築くことができる。 

5. 介護施設入所者、高齢者に対する医療、社会保障の問題を考え、問題点を抽出・整理できる。 

6. 地域医療の現状の把握と問題点を抽出し、解決法を考察することにより、地域医療の実態を把握し、

見識を深めその重要性と本質を理解する。 

 

・講義日程 

【講義】                             （矢）西 101 1-A講義室 

月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

4/15 月  4  医学部  
小林 誠一郎 医学部

長  
医学・医療の現況と展望 

5/13 月  4  医学部  酒井 明夫 病院長  附属病院の現状と今後のあり方 

5/20 月  4  医学部  
及川 吏智子 看護部

長  
我が国の看護・介護の現状 

5/27 月  4  
医学部 

外科学講座  
阿部 正 非常勤講師  【特別講演】地域医療について 1 

6/3 月  4  医学部  
佐藤 元美 非常勤講

師  
【特別講演】地域医療について 2 

6/10 月  4  医学部  
石田 陽治 教務委員

長  
医療体験実習ガイダンス 

6/17 月  4  
医学部 

共通教育センター 

石田 陽治 教務委員

長 

医学部教員 

共通教育センター教員 

初年次ゼミナール① 

7/1 月  4  

共通教育センター 

人間科学科哲

学分野  

遠藤 寿一 准教授  医の倫理と生命倫理 

7/8 月  4  

医学部内科学

講座呼吸器・

アレルギー・

膠原病内科分

野  

山内 広平 教授  

呼吸器内科医療 

呼吸器疾患の治療法 

１）吸入療法 

分類：ネブライザー吸入、噴霧型吸

入器、パウダー型吸入器 
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月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

薬剤：ステロイド吸入、短時間作用

性β２刺激薬吸入、長時間作用型β

２刺激薬吸入、短時間作用性抗コリ

ン薬吸入、長時間時間作用性抗コリ

ン薬吸入 

疾患；気管支喘息、COPD 

7/16 火  4  
医学部 

共通教育センター 

石田 陽治 教務委員

長 

医学部教員 

共通教育センター教員 

初年次ゼミナール② 

8/19 月  4  医学部  
石田 陽治 教務委員

長  

地域医療見学研修ガイダンス・訪問

機関の質問事項のまとめ 

9/9 月  4  
医学部 

共通教育センター 

石田 陽治 教務委員

長 

医学部教員 

共通教育センター教員 

初年次ゼミナール③ 

9/30 月  4  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習ガイダンス 

11/1 金  3  医学部  江原 茂 教科課程部会長   介護体験実習発表会 

11/8 金  3  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護体験実習発表会 

11/15 金  3  
医学部 

共通教育センター 

石田 陽治 教務委員

長 

医学部教員 

共通教育センター教員 

初年次ゼミナール④ 

11/22 金  3  
医学部 

神経精神科学講座  
酒井 明夫 教授  患者と医師の関係 

11/29 金  3  医学部  
原田 明久 非常勤講

師  
グローバル化する医薬品開発 

12/6 金  3  
医学部 

小児科学講座  
千田 勝一 教授  小児医療 
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月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

12/13 金  3  
医学部 

心臓血管外科学講座   
岡林 均 教授  心臓血管外科医療 

12/20 金  3  
医学部 

救急医学講座  
遠藤 重厚 教授  救急医学 

12/25 水  3  
医学部 

共通教育センター 

石田 陽治 教務委員

長 

医学部教員 

共通教育センター教員 

初年次ゼミナール⑤ 

1/10 金  3  
医学部 

法医学講座  
出羽 厚二 教授  

医療と法律の関わり 

 

出生から死まで医療・医学が法的に

も関わっていることを理解する。 

 

医学生として守秘義務などの法的責

務が準用されることを自覚する。 

 

【実習】 

月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

6/24 月  1  医学部  石田 陽治 教務委員長  医療体験実習 

6/24 月  2  医学部  石田 陽治 教務委員長  医療体験実習 

6/24 月  3  医学部  石田 陽治 教務委員長  医療体験実習 

6/24 月  4  医学部  石田 陽治 教務委員長  医療体験実習 

6/25 火  1  医学部  石田 陽治 教務委員長  医療体験実習 

6/25 火  2  医学部  石田 陽治 教務委員長  医療体験実習 

6/25 火  3  医学部  石田 陽治 教務委員長  医療体験実習 

6/25 火  4  医学部  石田 陽治 教務委員長  医療体験実習 
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月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

9/11 水  1  医学部  石田 陽治 教務委員長  地域医療見学研修訪問日 

9/11 水  2  医学部  石田 陽治 教務委員長  地域医療見学研修訪問日 

9/11 水  3  医学部  石田 陽治 教務委員長  地域医療見学研修訪問日 

9/11 水  4  医学部  石田 陽治 教務委員長  地域医療見学研修訪問日 

9/20 金  1  医学部  石田 陽治 教務委員長  地域医療見学研修発表会 

9/20 金  2  医学部  石田 陽治 教務委員長  地域医療見学研修発表会 

9/20 金  3  医学部  石田 陽治 教務委員長  地域医療見学研修発表会 

10/7 月  1  医学部  石田 陽治 教務委員長  看護・介護体験実習 

10/7 月  2  医学部  石田 陽治 教務委員長  看護・介護体験実習 

10/7 月  3  医学部  石田 陽治 教務委員長  看護・介護体験実習 

10/7 月  4  医学部  石田 陽治 教務委員長  看護・介護体験実習 

10/8 火  1  医学部  石田 陽治 教務委員長  看護・介護体験実習 

10/8 火  2  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/8 火  3  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/8 火  4  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/9 水  1  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/9 水  2  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/9 水  3  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/9 水  4  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 
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月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

10/10 木  1  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/10 木  2  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/10 木  3  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/10 木  4  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/11 金  1  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/11 金  2  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/11 金  3  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/11 金  4  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/15 火  1  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/15 火  2  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/15 火  3  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/15 火  4  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/16 水  1  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/16 水  2  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/16 水  3  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/16 水  4  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/17 木  1  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/17 木  2  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/17 木  3  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 
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月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

10/17 木  4  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/18 金  1  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/18 金  2  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/18 金  3  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

10/18 金  4  医学部  江原 茂 教科課程部会長   看護・介護体験実習 

 

・教科書・参考書等 

教：教科書   参：参考書   推：推薦図書 

 
書籍名 著者名 発行所 発行年 

 

指定の教科書等はありませ

ん。     

 

・成績評価方法 

・ 試験成績 30％ 

・ 医療体験実習・地域医療見学研修評価点 30％ 

・ 看護・介護体験実習評価点 30％ 

・ 初年次ゼミナール 10％ 

 

◎医療体験実習・地域医療見学研修の評価内容 

①出席点 

②学習・発表会・ポートフォリオの提出・内容 

③感想文提出・内容 

 

◎看護・介護体験実習の評価内容 

①出席点 

②態度評価点 

1） 介護施設および看護部から提出された評価票の内容 

2） 発表会の内容・発表態度 



  1M（H25） 

10 

 

※介護実習については、施設訪問教員による評価も含む。 

 

◎初年次ゼミナールの評価内容 

出席や課題の取組状況、参加態度等を所属する担当教員によって評価 

 

◎その他、特別講義の出席状況とレポート提出・内容の評価が加味される。  

 

・特記事項・その他 

【各実習等の概要】 

 

◎医療体験実習 

県内外の病院に班ごとに行き、2日間の医療機関での実習を通して、実際に医師の行う医療行為やチー

ム医療を肌で感じ、医師の果たしている役割を理解する。 

 

◎地域医療見学研修 

医学総論の中で地域医療に関する特別講義を受けた後、グループに分かれ、地域医療に関する疑問や

意見をまとめ、調査・見学する地域・対象を選択し、アポイントを取り訪問する。訪問の結果をグル

ープでとりまとめ、発表会にて発表する。 

 

◎看護・介護体験実習 

１学年を 2グループに分け、看護と介護の実習を 1週ずつそれぞれ交互に行う。 

Ⅰ．病院における看護体験実習（本学医学部付属病院、附属花巻温泉病院および盛岡市立病院） 

Ⅱ．介護体験実習受入応諾の各種施設における介護体験実習 

 

◎初年次ゼミナール 

矢巾キャンパスで研究・教育を行なっている教員の元に所属し、教員との全人格的付き合いの中で、

大学で何を学ぶかを体得すると共に、教員の提示する課題に取り組むことで、調査・分析・整理の手

法を身につけ、専門課程への移行を円滑化する。 

・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

登録済の機器・器具はありません 

 


